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３　次年度に向けての取組
　○　共通実践事項の取組を職員全体で再度意識し、全員が同じ指導を徹底する。
　○　学年部を中心に、職員のアイデアを互いに出し合う機会を増やし、何でも話し合える雰囲気
　　づくりに努め、職員同士のつながりを意識しながら組織力を高める。

・　感染症対策の緩和に伴い、学級
 での体力づくりが増加傾向にある。
 一校一運動について、児童主体の活
 動を取り入れながら進めていく。
・ 児童の多くが「交通のきまりを守
　っている」と自己評価しているが、
　様々な情報が寄せられている。安
　全に関して一つ一つの事例を「な
　ぜいけないのか。」という意義を
　とらえさせながら指導していく。

・　行事等でチームの力を発揮する
　ことができた。補教についても、
　お互い様の気持ちでスムーズに対
　応することができている。
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・　チャレンジタイムが土曜の朝活
　動から創意の時間に動いたことで
　実施回数は減ったが、思考力を高
　める問題に取り組むことはできて
　いる。Ｗｅｂ問題は、計画的に、
　単元ごとに教材共有フォルダに入
　っているので、効果的に活用して
　いく。
・　今年度は校内研修で授業実践を
　通して、子供たちの自己有用感に
　ついてアプローチを見いだすこと
　ができた。また、他教科や他単元
　でも成果を活用していく必要があ
　る。

・　清掃をよく頑張っている。今後
　は、学級や学年内での集団ではな
　く、縦割り活動を通して、教え合
　いながら進めるのも「やさしい」
　児童へとつながるのではないかと
　考える。
・　廊下歩行については、雨天で校
　庭利用ができないときに走り回る
　児童が多い。なぜ歩かなくてはい
　けないのかという理由を考えさせ
　ながら、全員共通した指導を進め
　ていく。

２　課題と改善策

○　基礎学力を身に付け、自ら考え判断・表現し、学び続ける児童の育成
○　人や物を大切にし、規範意識や社会性、基本的な生活習慣を身に付けた児童の育成
○　健康・安全に対する自己管理能力を高め、体力・気力つくりに励む児童の育成
○　ふるさとと自分に誇りをもち、粘り強く最後まで頑張り抜く児童の育成

評価結果と改善方策
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